
「
１
週
間
で
仕
度
し
て
行
っ
た
の
で
す
」

旋
盤
工
と
し
て
働
い
て
い
た
中
村
実
さ
ん
に

召
集
令
状
が
来
た
の
は
敗
戦
の
色
濃
い
昭
和
19

年
７
月
の
こ
と
で
す
。
所
属
は
東
部
十
部
隊

（
歩
兵
部
隊
）
。
麻
布
に
集
合
し
た
３
日
間
、

家
族
親
戚
縁
者
と
最
後
の
面
会
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
諜
報
機
関
の
目
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
外
部
と
の
接
触
は
一
切
で
き
ず
、
手
紙
を
出

す
こ
と
も
ど
こ
に
向
か
う
の
か
も
漏
ら
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
装
用
の
真
新
し
い
軍
服
を
身
に
つ
け
、
意

気
揚
々
と
品
川
駅
か
ら
門
司
駅
に
向
か
う
客
車

に
乗
り
ま
し
た
。
始
め
は
皆
き
ち
ん
と
座
席
に

座
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暑
さ
の
た
め
に
床
に
寝

て
い
ま
し
た
。

「
祖
国
よ
、
さ
ら
ば
」

門
司
駅
か
ら
韓
国
釜
山(

プ
サ
ン)

港
に
船
で
向

か
い
、
旧
満
州
（
中
国
東
北
部
）
へ
。
敵
は
、

ロ
シ
ア
。

８
月
に
は
満
州
鉄
道
の
二
段
ベ
ッ
ト
の
貨
物

車
に
乗
っ
て
奉
天
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

軍
事
教
練
（
銃
を
持
っ
て
戦
う
訓
練
）
を
３
ヶ

月
受
け
て
、
警
備
隊
と
な
り
第
一
期
の
検
閲
を

受
け
ま
し
た
。

訓
練
の
成
績
に
よ
っ
て
一
般
兵
は
二
等
兵
、
一

等
兵
、
兵
長
、
准
尉
（
人
事
係
）
に
分
け
ら
れ
ま

し
た
。
上
等
兵
で
給
料
は
13
円
で
し
た
。

本
格
的
な
戦
闘
に
行
く
前
に
終
戦
と
な
り
、
部

隊
ご
と
ロ
シ
ア
の
捕
虜
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ベ
リ

ア
抑
留
、
主
に
旧
満
州
か
ら
60
万
人
が
強
制
連
行

さ
れ
、
１
割
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
中
村
さ

ん
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
強
制
連
行
さ
れ
抑
留
さ

れ
、
そ
こ
で
待
ち
受
け
て
い
た
も
の
は
炭
鉱
堀
と

掘
り
出
し
た
石
炭
の
列
車
へ
の
積
み
込
み
の
過
酷

な
労
働
、
寒
さ
と
不
自
由
な
食
糧
状
況
で
し
た
。

栄
養
失
調
、
発
疹
チ
フ
ス
な
ど
の
病
気
で
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
州
で
は
5355
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

音
楽
を
た
し
な
ん
で
い
た
中
村
さ
ん
は
文
化
委

員
と
し
て
バ
イ
オ
リ
ン
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾

い
て
軍
歌
を
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

「
祖
国
の
地
を
踏
み
た
い
」

「
ナ
カ
ム
ラ
ミ
ノ
ル
」
と
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
は
、

バ
イ
オ
リ
ン
を
投
げ
出
し
、
引
き
揚
げ
船
（
貨
物

船
）
の
船
底
に
も
ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。
昭
和
24
年

7
月
、
岸
壁
の
母
で
有
名
な
京
都
府
舞
鶴
港
に
着

き
、
検
疫
を
受
け
て
晴
れ
て
日
本
に
戻
っ
て
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
春
の
真
っ
只
中
の
５
年
間
を
つ
ぶ
さ
れ
戦
後

４
年
経
っ
て
祖
国
の
地
を
踏
め
ま
し
た
。

「
上
野
に
着
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

戦
後
の
復
興
は
目
覚
し
く
、
帰
還
し
た
中
村
さ
ん

に
は
浦
島
太
郎
の
よ
う
な
感
慨
を
受
け
た
そ
う
で

す
。
◇
昭
和
18
年
・
・
学
徒
出
陣
・
東
京
上
野
動

物
園
で
空
襲
時
に
逃
げ
出
し
て
危
害
を
加
え
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
25
頭
を
毒
殺
。
勘
太
郎

月
夜
唄
・
若
鷲
の
歌
が
流
行
。

◇
昭
和
19
年
・
・
学
童
疎
開
開
始
。
ラ
バ
ウ
ル
海

軍
航
空
隊
・
少
年
兵
を
送
る
歌
が
流
行
・
ハ
チ
公

像
回
収

（
金
属
回
収
で
鋳
つ
ぶ
さ
れ
た
）
・
両

国
国
技
館
が
軍
に
接
収
、
風
船
爆
弾
工
場
に
な
る
。

◇
昭
和
20
年
・
・
東
京
大
空
襲
・
名
古
屋
、
大
阪

神
戸
大
空
襲
・
広
島
長
崎
原
爆
投
下
・
日
本
無
条

件
降
伏
、
降
伏
文
書
調
印
・
ダ
ン
チ
ョ
ネ
節
・
同

期
の
桜
流
行
◇
昭
和
21
年

天
皇
の
人
間
宣
言

リ
ン
ゴ
の
唄
・
悲
し
き
竹
笛
流
行

◇
昭
和
22
年
・
・
日
本
国
憲
法
施
行
、
啼
く
な
小

鳩
よ
・
と
ん
が
り
帽
子
流
行

◇
昭
和
23
年
・
・
古
橋
広
之
進
が
「
世
界
の
ト
ビ

ウ
オ
」
と
し
て
世
界
新
記
録
連
発
し
、
湯
川
秀
樹

氏
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。
青
い
山
脈

・
悲
し
き
口
笛
・
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
が
流
行
。

中
村
さ
ん
の
抑
留
時
代
の
空
白
の
四
年
は
、
日

本
の
ど
ん
底
で
も
あ
り
、
立
ち
直
り
始
め
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
66
年
、
多
く
の
方
々
が
過
酷
な
状
況
下
に

置
か
れ
た
短
く
も
長
い
年
月
、
風
化
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
体
験
し
た
方
々

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
。
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四
年

現
代

に
過
去
を
伝
え
る
中
村
実
さ
ん
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８月23日

す
ま
い
る
た
う
ん
ふ
れ
あ
い
亭

８
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時
～
西
部
ひ
ろ
ば
館
１
階

中
村
実
さ
ん
も
演
奏
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。


